
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震災復興の遅れのなかで全国集会  
 能 登 半 島 大 地 震 から６ヶ月 、復 旧

作 業 は大 幅 に遅 れている。その厳 し

い状 況 のなかで、現 地 の皆 さんが全

国集会を呼びかけ開催された。能登

に計 画 され ていた巨 大 な原 発 を阻

止 した闘 いがなければ福 島 原 発 事

故 を上 まわる過 酷 な原 発 事 故 が発

生 していた。その感 謝 と闘 いを学 ぶ

ために、そして志 賀 原 発 の再 稼 働 を

許さないために参加した。 

 主 催 者 代 表 の岩 淵 志 賀 原 発 訴 訟

弁 護 団 長 からは、「今 回 の地 震 で明

らかになった３つの原発 の危険性を指

摘 －①原 発 には地 震 対 策 がない②

特に 4ｍを超えた隆起③多くの避難

道 路 が崩 壊 し、集 落 が孤 立 －を説

明 、志 賀 原 発 の即 時 廃 止 を求 めて

運動を強化していきたい」との発言。 

 会 場 には石 川 県 の労 働 団 体 や市

民 団 体 以 外 に学 生 や若 い女 性 のグ

ループが参 加 されていた。また珠 洲

市 、輪 島 市 、羽 咋 市 、能 登 町 などか

らの物販・飲食ブースも展開された。 

 全国から連帯との闘いの報告  

 共 催 団 体 の「さよなら原 発 １０００万

人アクション」の鎌田慧さんから「珠洲

原発が阻止されていなければ大変な

事態となった。珠洲を含め電 力 資本

は『嘘 と買 収 と金 』によって原 発 を建

設してきた。岸田政権の原発推進に

反対して闘って行きたい」 

 平和フォーラムの藤本さんは「日本は

災害と対応することを繰返してきた。直

近 でも多 くの地 震 が日 本 を襲 ったの

にそれを学 ばないのが政 府 です。何

の対 策 も、市 民 の立 場 に立 つことも、

そして政 府 の責 任 もとりません。志 賀

原発を動かしてはなりません。安全な

エネルギーに置き換えるべきです」。 

 福 島 から参 加 された武 藤 類 子 さん

 志 賀 原 発 （能 登 半 島 の付 け根 に所 在 ）は、今 回 の地 震 で震 度 ５強 のゆれを観 測 し、

変 圧 器 が壊 れ、２回 線 の送 電 線が使 用 不 可となった。また敷 地 内 に７９箇 所 の段 差が

生じた。北 陸電は国 会 議員の視 察 も拒否し、「安全に問 題 はない」と強弁している。規

制委や政府 は早期の再稼動を策動している。６月３０日の昼から金沢 において上記全

国集会が開催され、１１００人以上が参加した。地方からも、大阪・兵庫、京都、滋賀か

らバスで、そして乗用車で集会に参加した。集会終了後、金沢市内をパレードした。 

Ｎｏ.３１８    ２０２４年７月４日  

脱原発・放射能汚染を考える北摂の会 
west_umi@khc.biglobe.ne.jp 

 

  脱脱原原発発・・放放射射能能汚汚染染をを考考ええるる  

さよなら！志賀原発 全国集会 in 金沢 
志賀原発は再稼動させずにただちに廃炉に 

は、まず珠 洲、志 賀の闘 いに感 謝 の

言 葉 を述 べ、福 島 が再 び原 発 の植

民地にされようとしている現状を報告。 

「原発を許すことは未来への無責任だ」 

 続 いて女 川 原 発、柏 崎 刈 羽 原 発、

東海第２原発、島根原発に対して闘

う訴訟原告団・議員から報告。 

 能登六市 町村で活 動する「のとじょ

ネット」、珠洲原発を阻止した高屋町

の円 龍 寺 住 職 、志 賀 町 議 会 議 員 か

ら報 告 が行 われた。関 西 ・福 井 から

参加団体の挨拶と決意表明。  

 北 野 進 共 同 代 表 が「締 め括 りあい

さつ」を行い集会は終了した。 

 １１００人の隊列で金沢市内を  

 会 場 から北 陸 電 力 前 を通 り、市 役

所までの市内パレードの１１００人が４

隊 列 で行 進 した。金 沢 中 心 部 の繁

華街では多くの市民が SNS で撮影し

たり、手 を振 って応 えてくれた。北 陸

電力前では「さよなら！さよなら！さよ

なら！さよなら！原 発 ！」のシュプレ

ヒコールを繰返した。 

 パレード終 了 後 、大 阪 からの参 加

者は急いでバスに乗り込んで帰阪。 

 バス中 では参 加 した金 沢 での闘 い

に感謝し、元気づけられた我 々も闘わ

なければとの決意を再確認した。 

 ６月 ２６日 原 子 力 規 制 委 は関 電 の

大飯原発３･４号機の運転開始４０年

までの「管 理 計 画 」を認 可 した。この

認 可 は昨 年 ５月 の改 訂 で、３０年 以

上は１０年毎の計画審査をするという

制度改定の最初の認可である。 

 これは停止期間を除き６０年超えの

運 転 に対 応 するための規 制 委 の管

理計画変更後の認可の第一号。 

2 

原子力規制委 稼働延長の新手順で 
大飯原発４０年運転を認可！ 

主催挨拶：岩淵正明 

共催挨拶：鎌田慧 

共催挨拶：藤本泰成 

福島から：武藤類子 

会場には旗が林立 

金沢市内を１１００人で 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び起った米兵による少女暴行事件 
A 事件を隠蔽した政府・警察 

 追 悼 式 で玉 城 デニー知 事 は、「沖 縄

では広 大 な米 軍 基 地 、犯 罪 、環 境 問

題 など過 重 な負 担 があり、安 保 ３文 書

に基 づく自 衛 隊 の急 激 な配 備 が行 わ

れている」「沖 縄 を平 和 の島 とするため

にも米 軍 基 地 の縮 小 、普 天 間 飛 行 場

の危 険 性 の除 去 、辺 野 古 新 基 地 建 設

中 止 をすべきです」「世 界 の平 和 のた

めには、多 様 性 を受 け入 れ、包 摂 性 と

寛 容 性 に基 づく平 和 外 交 が必 要 であり

、沖 縄 県 民 は、『沖 縄 のこころ』を発 信

し、世 界 の恒 久 平 和 に繫 がっていく」と

声をあげ、行動することを呼びかけた。 

 岸 田 首 相 も参 加 し挨 拶 をおこなった

が、「総合的」「全力で」「着実に」という

だけの全く誠意のない物であった。 

 宮古高校の仲間さんの「平和の詩」は

「誰 かが始 めた争 いで」引 き起 こされた

惨劇を指弾し、平和のために生きること

を若い言葉と情念で訴えた。 

６／２３ 沖縄慰霊の日 沖縄の地を再び戦場にさせないために！ 

 沖 縄 で再 び米 兵 による少 女 暴 行 事

件 が発 生 した。昨 年 １２月 に在 沖 米 空

軍 の兵 長 が公 園 で少 女 を誘 拐 し自 宅

に連 れ込み、「不 同 意 性 交とわいせつ

目的誘拐」を起こし逮捕された。１９９５

年からだけでも７件の女性暴行事件が

発 生 しており、「基 地 があるゆえ」の被

害 である。この犯 罪 に対 して県 警 は逮

捕 もせずに書 類 送 検 、那 覇 地 検 は３

月 に起 訴 した。外 務 省 は駐 日 米 大 使

に抗 議 した。しかしこの事 実 は沖 縄 県

側には隠蔽され続けた。 

 沖 縄 県 議 選が終 了 し、岸田 首 相 の２

３日 追 悼 式 訪 問 後 に、地 元 民 放 の事

件 報 道 で県 は知 る。政 府 からの情 報

提供は意図的に行われなかった。 

 沖 縄では１９４５年３月 末から３ヶ月 間  地 上 戦 が行 われ、子どもを含む多くの住 民 も戦

闘 に参 加 させられ地 獄 の戦 地となった。日 本 軍 は降 伏することを許 さず、戦 場を離 脱す

るものはスパイとして殺傷した。沖縄戦では県民の４人に１人が死亡し、日米両軍の軍人

、朝 鮮 から徴 用 された軍 属 などを含 め２０万 人 以 上 が死 亡 した。沖 縄 では６月 ２３日 を「

慰霊の日」として、糸満市摩文仁の平和祈念公園で全戦没者追悼式が行われている。 

大阪では 5 ヶ所で連帯ス
タンディングが行われた 

玉城デニー知事挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ――なぜ、戦争と子どもというテーマ、とくに昭和の

戦時下の教育に注目するのですか。 

 「そもそも戦 争 を引 き起 こすのは大 人 であって、子

どもたちには何の責任もありません。このことが最も重

要です。にもかかわらず、近 代 国 家は、子どもたちを

戦 争 に意 図 的 に巻 き込 みます。父 を、母 を、家 庭 を

奪われ、自らの命さえ奪われもしました」。 

 「子どもが最も子どもらしくいられるのは家庭や学校

ですが、それは許 されず、軍 事 一 色 の生 活 になりま

す。その典 型 が、昭 和 の戦 時 下 です。当 時 の教 育

やプロパガンダの仕組みを解明することが、新たな悲

劇を防ぐことになると思っているからです」 

――戦 時 下 の子 どもは近 い将 来 、兵 士 になる存 在

です。 

 「それだけではありません。戦 争 が激 しくなると、少

年飛行兵のように 10 代の子どもも駆り出されました。

優秀だから早く軍隊に行くようにと教師に勧められる

こともありました」 

 「沖 繩 戦 では陸 軍 中 野 学 校 出 身 者 の指 導 による

護 郷 隊 がつくられ、子 どもがゲリラ戦 に動 員 されまし

た。子どもなら米兵も油断するだろうという発想でした。

１９４５年 ５月 には本 土 決 戦 に備 え、戦 時 教 育 令 が

公布され、全国の学校ごとに学徒隊もつくられました。 

 

 「隠蔽された『一億総特攻』－国民義勇戦闘隊と学徒隊」を書かれた斉藤利彦さんが、６月１２日の「朝日

新聞」のインタビュー記 事「戦争プロパガンダと子ども」に登場された。「遺児は『誉れの子』 靖 国で亡父と

対面 国家が高めた戦意」が表題で、父を戦争で失った子どもを『誉れの子』 として、国家が驚くばかりに

無慈悲に利用したことを述べられている。その導入部の戦時下の子どもに対する教育の部分を紹介する。 

兵 力 が不 足 し、子 どもが戦 力 として期 待 されたので

す」 

――どんな教育内容でしたか。 

 「日本は天皇が治める世界に冠たる国家だ、という

国 体 の観 念 を国 史 や修 身 の授 業 で教 えました。天

皇のために自らの犠牲をいとわずに戦うことを最高の

生き方とする教育で、国家があるから個人があるとい

うのが大前提でした。明治以来、模範的な兵士のエ

ピソードである軍 国 美 談 をつくり、教科 書 に載 せまし

た。体 育 は兵 士 になるために体 と精 神 を鍛 えるもの

で、軍 隊 式 の分 列 行 進 をさせました。子 どもは純 真

なので、教師の教えを真剣に受付止めました」 

  （中略：「誉れの子」について・・・） 

――かつての教育の根本に教育勅語がありました。

最近は再評価する勣きが目立ちます。 

 「教 育 勅 語 をよく読 んでみてください。最 も重 要 な

点は、国家非常時の際に『天壌無窮ノ皇運ヲ扶翼ス

ヘシ』、つまり天皇のために尽くせという部分です。こ

れを突 き詰 めたのが、戦 時 下 の教 育 でした。誤 った

過去と明確に決別しない教育は、大変危険です」 

 「真 の教 育 は権 威 主 義 を批 判 しながら、目 の前 の

子 どもと向 き合 い、現 場 からつくり上 げるもの。教 育

は子どもたちのためにあるのです」   （以下略） 

紹介  「朝日新聞オピニオン＆フォーラム」（2024・6・12）より一部を要約 

「戦争プロパガンダと子ども」  斉藤利彦 （学習院大学名誉教授） 

紹介  「ハンセン病療養所調査報告書」   菊池恵楓園 

医薬検証のため戦後も続いた隔離と差別

 熊本の療養所「菊池恵楓園」が６

月２４日に中間報告 書 を発 表 した。

報告書によると、１９４２年から戦後

にかけて開 発 中 の「虹 波（こうは）」

という薬 を入 所 者 ４７２人 に投 与 し

、副作用が多発し、死亡例もある。 

 この薬 剤 は陸 軍 が凍 傷 ややけど

の治 療 薬 として熊 本 医 科 大 （熊 本

大 ）に研 究 を委 託 したものである。

結 核 菌 と近 縁 の「らい菌 」への効

果 が期 待 され、菊 池 恵 楓 園 の園

長も加わり臨床試験が行われた。 

 入 所 者 には十 分 な説 明 がなく、

管理 者である医師には抗えず、正

直 な感 想 も述 べられなかった。副

作用に対する補償はなかった。試

験 に当 たって病 理 学 的 ・薬 理 学

的 根 拠 が不 足 していた、などが指

摘されている。 

 試 験 中 に副 作 用 や死 亡 が確 認

されても医 師 は中 止 せず、戦 後 、

特 効薬「プロミン」が供 給されて以

降も１９４７年まで試験投与が続け

られていた。まさに「満 州 」の７３１

部 隊 での医 師 の非 人 道 的 研 究 と

殺人と同様の行為である。 

 明 治 時 代 から屈 強 な兵 士 を確 保 する「健 民 健 兵 」政 策 としてハンセン

病の強制隔離が始められた。各地に隔離施設が造られ、「無癩県運動

」が展 開 された。今 回 １万 円 札 に登 場 する渋 沢 栄 一 もその主 導 者 の一

人である。特に満州事変以降は強制的に展開された。日本軍が占領し

た台 湾 、朝 鮮 半 島 、満 州 、南 洋 諸 島 でも展 開 された。戦 後 、特 効 薬 が

出来てからも強制隔離が継続され、断種、堕胎が合法化され続けた。 



 辺野古軟弱地盤８月に本格着工へ（朝日 6/20） 

 防 衛 省 沖 縄 防 衛 局 は、辺 野 古 北 側 の大 浦 湾 での

本格工事を８月１日から始めると県に通知した。海底

に軟 弱 地 盤 が広 がる区 域で本 格 的 な埋 立て工 事が

始 まるが、難 工 事 が予 想 されている。国 は昨 年 末 、

地 盤 改 良 に必 要 な設 計 変 更 を提 出 し、県 が承 認 し

ないとして、国が「代執行」を行い、着工が可能となっ

た。沖縄防衛局は、７万本以上の杭状の砂を打ち込

んで軟弱地盤を固めるという前例のない工事を行う。 

 イスラエル レバノン攻撃計画  (朝日 6/20) 

 イスラエル軍 は１８日 に、「レバノンへの攻 撃 計 画 が

承 認 された」と発 表 した。レバノン南 部 のシーア派 組

織 ヒズボラへの攻 撃 を準 備 している。ヒズボラも１８日

にはイスラエル北部への攻撃を示唆している。 

 イスラエルのネタニヤフ首相は、米国が武器 の供給

を遅らせていると非難し、武器・弾薬の供給を要求。 

 米当局 ホンダを労 働 組 合 問 題 で告 発 （朝日 6/23） 

 ホンダやトヨタ等 は労 組 を排 除 することで北 米 市 場

での競 争 力 を維 持 してきた。それに対 して全 米 自 動

車 労 組 （ＵＡＷ）は日 系 メーカーの米 国 工 場 で労 働

組 合 の結 成 を目 指 している。全 米 労 働 関 係 委 員 会

が、ホンダの工場で労働者の労組を結成する権利を

会 社 が違 法 に侵 害 したとして告 発 した。ホンダは反

論 しているが、和 解 に応 じない場 合 は、全 米 労 働 関

係委員会の行政法判事が審問を開くといわれている。 

イスラエル ガザ南部赤十字を砲撃 （朝日 6/24） 

 ガザ南 部 の赤 十 字 国 際 委 員 会 事 務 所 付 近 に、２１

日 にイスラエル軍 の戦 車 が突 如 砲 撃 を繰 り返 し、事

務所付近のテントに身を寄せていた避難民ら２２人が

死 亡 した。国 際 委 員 会 の職 員 の家 族 にも負 傷 者 が

出 ている。ＥＵのボレル外 交 上 級 代 表 は、このイスラ

エルの攻撃をＥＵとして非難すると発表した。 

 大阪万博 機械でガス排気へ（朝日 6/25） 

 大阪万博 会場で３月に発生したメタンガス爆発。当

初はほとんど発表せず、隠蔽しようとした万博協会で

あったが、市民の批判と工事労働者の勇気ある暴露

によって、隠 すことが出 来 ず調 査 結 果 を公 表 。爆 発

した現場では、爆発の恐れのある濃度が７６回確認さ

れたこと。それ以外の地域でもガスは発生している。 

 ２４日に開催期間中の対策を発表した。メタンガスの

滞留を防ぐため機械を各施設に設置し、強制的に排

気と換気を行う。ガスの濃度測定は毎日行い公表。 

 ミャンマーに日本ＯＤＡで第３タンリン橋 （朝日 6/25） 

 国 軍 が軍 事 クーデタで政 権 を奪 っているミャンマー

の最 大 都 市 ヤンゴンで「第 ３タンリン橋 」が日 本 の援

助 で完 成 した。日 本 政 府 はＯＤＡ継 続 案 件 として３１

０億円の援助を続けてきた。「横河ブリッジ」が昨年約

３億 円 を国 軍 関 連 のＭＥＣに支 払 ったことが国 際 的

人 権 団 体 （ＨＲＷ）から指 摘 され、「日 本 政 府 は国 軍

の人権侵害に事実上加担した」と批判されている。 

 トヨタ会長の年収 16.2 億円 （朝日 6/26） 

 自動車の検定で全社的な違法行為が明らかになっ

ているトヨタ自 動 車 の豊 田 章 男 会 長 が２０２３年 に受

け取った役員報酬は、前年度の 1.6 倍となる１６億２２

００万 円 。そして佐 藤 恒 治 社 長が６億２３００万 円 、含

めて７人の役員が１億円を超えている。労働者への５

％程度の賃上げとは次元の異なる搾取と強奪である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「脱 原 発 ・放 射 能 汚 染を考 える」 No318（2024/7/4） 

報告  6/22 森友事件は未解決 怒りのデモ

岸 田 首 相 と統 一 教 会  

案内  7/13 大阪関西万博中止へ緊急提言 

 大 阪 維 新 の吉 村 等 が進 める「大阪 ・

関 西 万 博 」建 設 は遅 れ、交 通 機 関 も

未 完 成 、人 気 はない状 態 です。こん

な万 博 に兵 庫 からも、子 どもたちを動

員 しようとしています。中 止 させよう！

日時：7 月１３日（土）14：00～16：30 

場所：宝塚男女共同参画センター・エル 

2 
案内  7/14 今すぐ停戦！パレスチナに自由を 

 ラファ攻 撃 を即時 停 止 せ

よ！イスラエル軍 はガザ全

域 から完 全 撤 退 せよ！を

ス ロ ー ガ ン に 関 西 ガ ザ 緊

急アクションが行動提起。 

日時：7 月１４日（日） 

14：00／デモ出 発 15：45 

場所：新町北公園  

 ６月 １９日参 議 院 本 会 議 で「改 正政 治 資 金 規 正 法

」が自民・公明によって可決・成立した。安倍派や二

階派、岸田派など派閥のパーティ券の裏金処理によ

る「規正法」違反、脱税が暴露され審議されていた。 

 裏 金 議 員 に対 する「弁 明 要 求 」が国 会 で議 決 され

ているのに、萩生田、二階など７３人の自民党議員は

無視した。自民党案は、パーティ回 数 の制 限もなく、政

治 家 への罰 則 はなく、資 金 の移 動 など透 明 性 はな

い。世 論 調 査 でも約 ８０％が自 民 案 は「効 果 ない」と

回答し、岸田政権の対応を８３％が評価していない。 

 実態解明をせず、出直しもできない自民党  

 安 倍 派 「５人 衆 」で除 名 された世 耕 弘 成 氏 は早 速

非 公 開 でパーティを開 いている。また「党 の役 職 停

止」中の荻生光一氏は自民党の東京都連会長を続

投 し、小 池 都 知 事 選 挙 に関 与 している。もう一 人 の

役 職 停 止 中 の松 野 博 一 氏 は昨 年 １２月 まで岸 田 政

権 の官 房 長 官 であり、退 職 寸 前 の２週 間 で官 房 機

密 費 を４６６０万 円 引 き出 している。荻 生 氏 、世 耕 氏

などは「統一教会」との癒着関係でも批 判 されてきた。

。 

 阻 止 された教 育 勅 語 小 学 校
＝「瑞 穂 の國 記 念 小 學 院 」前
で集会を行 い、豊 中 市 内をデ
モ行 進 。市 民 に対 し、安 倍 元
首 相 は死 んでも、森 友 事 件 を
徹底追及すべきだと訴えた。 
2 

報告  6/28 原発いらナイト宝塚 135 回 

 「原発いらナイト in 宝塚」の１３5 回目は、６月２８日５
時 から宝塚 駅 連絡 橋で開 催！サキソフォーン演 奏の
もとで、岸 田 内 閣 の原 発 推 進 策 に反 対 し、３０日 の

「さよなら志 賀 原 発 全 国
集会 in 金沢」を宣伝しま
した。応 援 参 加 もあり、１
０ 人 で １ ２ ０ 枚 の チ ラ シ を
配付した。 

「改正政治資金規正法」が強行成立 6/19 

森友怒りの集会 

６月２８日 


